
都道府県名　　山形県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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産地生産基盤パワーアップ事業

 都道府県事業計画書（収益性向上対策）

（都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書）

スマート農業推進枠

年
度

導入・定着の取
組の実施内容

46,088

税務申告における収
支決算書及び営農台
帳等の関係資料によ
る。

-75.1%

　更に面積拡大を図り、生
産コスト削減に向け組織で
の更なる栽培管理等の見直
しを指導した。

地域の農家から10haの作業受
託を見込み事業計画を組んだ
が、条件が合わず契約に至ら
なかったため目標を達成でき
なかった。地域内の別の農家
と受託契約をする等、規模拡
大に向けた取組みを進めるよ
うに指導していく。

R4評価50,419
93,884円／

10a
19.62 97,537 9.45

鶴岡市農
業振興協

議会
12 温海 水稲

・規模拡大に伴い高性能機械（ドローン）をリー
ス導入して作業効率を高め10a当たり生産コストを
削減する
・農地の取得・貸借等による農地集積と規模拡大
を行う

生産コスト
の10%以上の

削減
【10.1％削

減】

104,407円／
10a

10.64

R4評価128 132,615
収支決算書、作業日
誌等の資料により検
証

-31.0%

そばの作付面積は計画どお
り拡大することができた。
令和３年に関しては賃借料
及び料金での残金繰り上げ
償還によりコストが増加し
た。また、豊作により作業
量が増え、労働費(雇用)が
増加した。
今後も作付面積を維持する
とともに引き続きコスト低
減に取り組むよう主体あて
指導していく。

令和2年は目標値を達成してい
たが、令和3年は賃借料及び料
金の残金繰り上げ償還及び豊
作による作業量増加に伴う雇
用費が増加し目標達成に至ら
なかった。
作付面積を維持しながらコス
ト低減に取り組むように指導
する。

118 78,278
13,025円

/10a
128 82,000

14,943円
/10a

米沢地域
農業再生
協議会

6

南原・山
上・万

世・上長
井・塩
井・広
幡・上
郷・三

沢・旧市
地区

そば

①コンバインの高度化を図り、作業効率を高めて
収穫期間を短縮し、刈取り作業にかかる人件費を
削減する。
②規模拡大に伴い作業体系を見直し、効率的な作
業体系を確立して労働費を削減する。
③耕耘同時畝立て播種等による高品位安定生産に
向けた取組みを行う。

10a当たり生
産コストの
10％以上の

削減
【10.1％削

減】

14,489円
/10a

R4評価60.0 263,165

構成員全員の水稲生
産コストの合計値を
栽培面積合計で除し
た10a当たりの金額
について、H29年度
とH33年度を比較
し、10%以上削減し
ているか確認する。
所得税青色申告決算
書、営農計画書、作
業日誌等により生産
コストの削減を検証
する。

222.7%

生産コストの削減及び栽培
面積の拡大により、生産コ
ストの削減目標を達成する
ことができている。米価の
下落及び生産資材等の高
騰、度重なる自然災害発生
等により水稲栽培を取り巻
く環境は厳しさを増してい
るが、今後も引き続きコス
ト削減に取り組みながら、
産地の拡大に取り組んで頂
きたい。

資材費の削減や規模拡大が進
み目標を達成することができ
た。

35.1 204,072
89,953円

/10a
46.9h

a
273,423

76,714円
/10a

舟形町農
業再生協

議会
9

舟形1、
舟形2、
一の関、

大平

水稲

①経営規模の拡大に伴い高性能農業機械を導入
し、作業効率を高め、労働費を削減する。
②生産に必要な肥料や農薬といった資材の購入方
法や作業方法等を見直し、物財費を削減する。
③疎植栽培とペースト側条施肥の導入による種苗
費、育苗及び定植、基肥施肥に係る労働時間の削
減に取り組む。
④農地中間管理事業を活用して経営規模を拡大す
る。

生産コスト
の10%以上の

削減
【10.7%削

減】

100,745円
/10a

構成員全員の水稲生
産コストの合計値を
栽培面積合計で除し
た10a当たりの金額
について、H28年度
とR3年度を比較し、
目標を達成している
か確認する。
所得税青色申告決算
書、営農計画書、作
業日誌等により生産
コストの削減を検証
する。

391.5%

生産コストの削減、栽培面
積の拡大及びドローン防除
等の作業受託面積の拡大に
より、生産コストの削減目
標を達成することができて
いる。今後も引き続きコス
ト削減と産地の拡大に取り
組んで頂きたい。

生産コストの削減、栽培面積
の拡大及びドローン防除等の
作業受託面積の拡大により、
生産コストの削減が順調に進
み目標を達成した。

R4評価
95,616円

/10a
28.8 168,413

61,750円
/10a

43.6 162,491
舟形町農
業再生協

議会
5

長沢１、
長沢２、
長沢３地

区

水稲

①防除用ドローンの導入により、これまでの地上
防除作業から省力化を図り、新たな防除体系を確
立してコストを削減する。
②農地中間管理事業を活用し、農地の集積に取り
組み、効率的作業体系を確立して生産コストの削
減を図る。
③肥料等の資材を共同一括購入に切り替えるなど
して資材費を削減する。
④密播疎植栽培用田植機の導入により、資材費を
削減するとともに、育苗及び定植に係る労働時間
を削減する。
⑤密苗用田植機の導入により、資材費を削減する
とともに、育苗及び定植に係る労働時間を削減す
る。

生産コスト
の10％以上

の削減
【10.8％削

減】

107,234円
/10a

25.6 139,350

決算書等の関係資料
により検証

100.5%
経費削減に努め、農地利用
集積を進め作業効率向上を
図り、目標達成できた。

高性能な農業機械のリース導
入により、コスト削減と規模
拡大が進み、目標を達成でき
た。

R4評価
45,498
円/10a

39.8 71,640
45,474円

/10a
38.8 76,980

上山市農
業再生協

議会
4

上山市西
郷

大豆

①現行よりも刃幅の大きい汎用コンバインをリース
方式で導入し、刈取作業効率を高め、労働費を削減
する。
②作付面積の拡大に伴い農地利用集積により作業効
率の向上を図る。
③肥料・農薬の種類や使用量の見直しにより諸材料
費等を削減する。

生産コストの
10％

以上削減
【10.1％削

減】

50,621
円/10a

34.7 52,035

年
度

面積 生産量、出荷量、 年
度

面積 生産量、出荷量、

112,313

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量、出荷量

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

又は処理量 又は処理量 又は処理量



（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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舟形町農
業再生協

議会
3

販売額の
10％以上の

増加
【29.8%の増

加】

248千円/10a 2.4 17,993

販売額の
10%以上の

増加
【10.5％増

加】

舟形町
全域

ねぎ

ねぎ産地の形成の推進
① 乗用ねぎ収穫機を導入することで収穫作業の効率
化を図り、栽培規模の拡大と低コスト化を図る。
② 乗用ねぎ収穫機を導入により適期収穫を実現し、
高品質・安定供給の産地化を目指す。
③ パラソイラー用のトラクターを導入することで圃
場の土壌改良及び透・排水性の向上に取り組み、生
産量の増加を 図る。
④ 乗用土寄せ管理機を導入することで、土寄せ作業
の適期実施による品質向上を目指す。
⑤ ベストロボを導入することで、選果作業（根葉切
り、皮むき作業）の効率化に取り組み、品質向上と
低コスト化を図る。

販売額の
10％以上の

増加
【12.2%の増

加】

1,068千
円

/10a

集中豪雨・天候不順の
影響が大きく、品質・
収量とも低下した圃場
が多かった。栽培面積
は順調に拡大してきて
いるため、災害リスク
を考慮した栽培管理の
徹底により、生産量の
増加を図ってほしい。

834千円/10a 3.46 78.1 369
936千円
/10a

R4評価166.0 263 368 284 1.2965.3 124.0 400
824千円
/10a

5.3

構成員全員のねぎ
販売額の合計値を
栽培面積合計で除
した10a当たりの
金額について、
H28年度、H33年度
を比較し、10%以
上増加しているか
確認する。
所得税青色申告決
算書、営農計画書
等により生産コス
トの削減を検証す
る。

229.4%

高性能な機械を導入
したことにより、作
業の効率化が図ら
れ、栽培面積の目標
を達成することがで
きた。また、生産量
については、栽培技
術の向上により大幅
に目標を達成するこ
とができた。

64,230千円 7.6
ねぎ
256.9

ねぎ
250

85,813千円
86,146千

円

販売伝票、もがみ
中央農業協同組合
の販売実績等で確
認する

260 393 284 1.3848.2
ねぎ
264.0

ねぎ
325

62,344千円 7.8 101.5%

単価の下落により販売金
額が大幅に減少している
が、収穫量については天
候不良があったにもかか
わらず前年並みに落ち着
いているため、今後の収
穫量にも期待したい。

本事業での機械導入に
よって収穫・調整作業
の省力化・効率化が図
られ、規模拡大、目標
面積達成につながっ
た。
夏場の高温による腐敗
で出荷量が減少してい
るため、出荷量増加に
向けて、高温対策・栽
培管理の徹底について
指導を行っていく。

最上町農
業振興協

議会
2

最上町
全域

露地野菜
（ねぎ）

①収穫機の導入により収穫作業の効率化を図り、生
産規模拡大と低コスト化を実現する。また、適期収
穫を実現することで、品質向上に注力し、安定供給
の産地形成を推進する。
②選別機の導入により、自動的に正確な選別作業が
行え、作業効率を高め、出荷量を増加させる。
③根・葉切皮むき機の導入により、根切り、皮むき
の自動化を図り、効率的な調整・出荷作業を実現す
る。

総販売額の
10％以上の

増加
【33.6％の

増加】

R4評価239.4

販売額の
10％以上の

増加
【11.7％の

増加】

新庄市農
業再生協

議会
2 新庄市

露地野菜
（ねぎ・
にら・ア
スパラガ

ス）

園芸作物産地形成の推進
①園芸作物への作付誘導を図り、生産圃場の造成を
行う
②作物の生産に必要な作業機械を導入し、効率的な
作業体系を構築する
③需要の高いネギ・にら・アスパラガスの高品質・
安定生産のため栽培技術の高位平準化を目指し、販
売額10％以上の増加を実現する
追加④更なるアスパラガス圃場の造成を行い、生産
量と販売額の増加、所得の向上を目指す

R4評価174

にら609
ねぎ296
アスパ
ラガス
1,089

にら567
ねぎ345
アスパラ
ガス
1,211

にら628
ねぎ284
アスパラ
ガス
1,352

にら
0.903
ねぎ
1.215

アスパラ
ガス
0.896

14.5h
a

233 418  660千円/10a 12.5601千円/10a 10.3
露地野菜

190
露地野菜

325
671千円
/10a

【合計】
672千円

にら
422千円
ねぎ

1,295千
円

アスパラ
ガス

488千円

青色申告決算書、
営農計画書等によ
り、販売額の増加
を確認する。

101.4%

当該事業による機械・生
産資材の導入によって作
付面積が増加している。
また構成員相互の研修等
の結果が販売額の増加に
結び付いており目標の達
成とつながった。今後は
産地として定着できるよ
う構成員相互の生産量の
底上げを図るため圃場巡
回や栽培技術研修などを
支援する。

当該事業による機械・
生産資材の導入により
作付け面積は増加して
いるものの、土壌状態
が悪く、作物を栽培で
きない圃場が発生する
などして、面積の目標
には届かずにいる。土
壌状態の詳細を調査し
たうえで圃場に合った
土づくりを進め、圃場
を早急に復活させてい
ただきたい。また、生
産量も大きく伸びては
いるが、単収の個人差
が大きいため、構成員
同士での技術指導や研
修会への参加等を行
い、生産量の底上げを
図っていただきたい。

尾花沢市
農業再生
協議会

作付面積としては伸び
ているので、まずは生
産量の確保に努め、販
路を拡大するととも
に、加工品を生産でき
る下地を確立するよう
指導した。

R4評価3040 1.000
94千円
/10a

決算書及び関係資
料等により

-547.8%

開花の期間に気温の低い
時期があり、収量が伸び
なかった。また、消費者
の新型コロナウイルス感
染症感染防止対策により
人流が減り、店舗販売に
苦慮しているが、通販サ
イトを活用した通信販売
事業に力を入れている。
商品の魅力的な情報発信
により販売拡大に努める
よう指導していく。ま
た、引き続き販路開拓を
進めるよう指導してい
く。

94千円/10a 6.69 531 11,821 3,04015,000
243千円
/10a

6 972 15,000
220千円
/10a

1.23 1802 尾花沢 エゴマ

栽培手法の見直しと省力化機械の導入により、高品質で安定
的な生産を確保し、栽培地の集積、労働力の確保・調整、ブ
ランド化等を推進することで産地拡大を実現し、総販売額の
増加を図る。

R4評価

すもも
525

ﾗ･ﾌﾗﾝｽ
350

りんご
245

ぶどう
757

もも
396

すもも
616

ﾗ･ﾌﾗﾝｽ
460

りんご
282

ぶどう
921

もも
544

すもも
0.852

ﾗ･ﾌﾗﾝｽ
0.761

りんご
0.869

ぶどう
0.822

もも
0.728

326千円
/10a

確定申告書、販売
精算書等関係書類

による検証
105.4%

387千円
/10a

2.4
果樹

20,759
果樹
392

330
322千円/10

ａ
2.4

果樹
21,090

果樹
366

大江町地
域農業再
生協議会

3
大江町三
郷、寒河
江市柴橋

果樹（す
もも、
ラ・フラ
ンス、り
んご、ぶ
どう、も
も）

スピードスプレヤーを導入して共同防除を行い、出
荷できる収量を増加させるとともに品質を改善す
る。

取組みの成果により販売
額・面積の目標を達成し
た。今後は出荷量増に向
けて引き続き指導を行っ
ていく。

引き続き、協議会と連
携し、良品安定生産に
向けた指導を継続する

　部会、県、市が一体
となって新規就農者を
育成し、産地拡大に取
り組んでいる。
　生産量が安定するよ
う、栽培管理を徹底る
よう指導した。

30.7
施設野

菜
2,340

施設野
菜
280

きゅう
り：366

トマト：
392

きゅう
り：261

トマト：
365

2,805千円
/10ａ

32.5
施設野菜
3,069

施設野菜
297

2,136千円
/10ａ

販売額の
10％以上の

増加
【10.4％増

加】

2,541千円
/10ａ

山形市農
業振興協

議会
6

山形市
中沼

施設野菜
（きゅう
り、トマ
ト）

栽培ハウス及び機械等を集中的に整備し、団地化を
推進することにより、生産量を増加させ、販売額の
向上を目指す。

きゅう
り：
1.402

トマト：
1.074

（東京都
卸売市場
及山形県
出荷実績
より）

2,824千
円/10a

全受益農家の年間
経営収支実績報告
より、10a当たり
の販売額を算出す

る。

107.2%

栽培団地増設の成果もあ
り、目標を達成すること
ができた。しかし、高齢
化による離農者が多いた
め栽培面積が減少してし
まった。引き続き栽培管
理を徹底し、技術向上に
向けた講習会を定期的に
実施しながら、就農支援
を強化し、販売額増に向
け指導していく。

31.9
施設野菜
2,500

施設野菜
324

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

出荷量 出荷量 出荷量

スマート農業推進枠

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

年
度 導入・定着の取

組の実施内容

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価

事業実施
前年度

目標年度

R4評価



H
28

ha t
円
/
㎏

R3 ha t
円
/
㎏

R3 ha t 円 円 円

H
30

ha kg
円
/
㎏

R3 ha kg
円
/
㎏

R3 ha kg
円
/k
g

円 円

H
28

ha kg
円
/
㎏

R3 ha kg
円
/
㎏

R3 ha kg
円
/k
g

円
/k
g

円
/k
g

H
28

ha kg
円
/
㎏

R3 ha kg
円
/
㎏

R3 ha kg
円
/
㎏

円 円

H
29

ha t
円
/
㎏

R3 ha t
円
/
㎏

R3 ha ｔ
円
/k
g

円 円

H
30

ha kg
円
/
㎏

R3 ha kg
円
/
㎏

Ｒ
3

ha kg 円
円
/k
g

円
/k
g

963千円
/10a

785 833 349千円/10a

1,015,000円
/10a

2.39 77,370 313
1,497,000円

/10a
9 大塚 きゅうり

①ほ場の集約による団地を形成し、栽培技術の高位
平準化・作業の省力化を図る取組
②新規栽培者と熟練栽培者が同じ団地で栽培するこ
とにより、栽培技術の早期確立を図る取組

販売額の
10％以上の

増加
【47.5％の

増加】

R4評価104,026 291 366 261 1.4022.39 110,655 323
1,151,000
円/10a

2.63
1,614,0
00円
/10a

ＪＡ山形おきたま
の共販明細で確認
する。

124.3%

　令和２年度より団地で
の作付けが本格化し、コ
ロナ禍の影響による低単
価取引の影響があったも
のの成果目標を達成する
ことができた。
　出荷量については、8月
上旬の強風により傷果が
発生し減少した。今後
は、傷果を早急に摘み、
樹勢への影響を抑える指
導を行う。

低単価が続き、収量
の減少もあるなど厳
しい状況もあったよ
うだが、事業の導入
の成果があり、成果
目標を達成すること
ができている。一方
で出荷量については
目標達成できていな
いため、今後は出荷
量を確保するために
気象災害への対策等
を徹底し、さらなる
販売額向上につなが
る取組を続けて行く
よう指導した。

74,368,7
60円

事業実施主体の販
売額実績により検
証確認する。

-228.1%

令和２年度の実績と比較
して、10a当たりの生産量
は、増加したものの、全
国的に豊作傾向であった
こともあり、単価が低迷
した。加えて、生産者の
死亡や離農により栽培面
積及び生産量が減ってし
まった。新たな生産者の
確保や規模拡大をはじ
め、栽培面積を増やしつ
つ、より高品質なものを
より単価に反映させる販
売に向けて農協などを通
じて営農指導に力を入れ
てもらうよう指導してい
く。

面積、収量、総販売額と
も目標未達成である。新
規生産者の確保が喫緊の
課題であることから、新
規生産者に栽培しやすい
環境を提供するために、
生産者同士の意見交換会
や栽培技術研修会の開催
を農協や市町村を通して
宣伝し、新規生産者向け
の補助事業の紹介も合わ
せて行っていくことで、
栽培面積の増加を狙って
いく。また、意見交換会
等を通して既存生産者の
栽培技術の高度平準化に
よる単収増も狙ってい
く。

鮭川村農
業再生協

議会
3 鮭川村 きゅうり

きゅうりの管理機を導入し、生産規模・生産量拡大
することにより所得向上を図る。

総販売額の
10％以上の

増加
【10.4%増

加】

13,347,000
円

2.23ha
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
11,185

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
1,171.7

21,915,000
円

R4評価305 232 307 292 1.0513.68 387 278 ########### 3.5
97,578,810

円
3.51 351 278

107,752,800
円

R4評価17,400 1,254
鮭川村農
業再生協

議会
1

鮭川村、
戸沢村

露地野菜
（アスパ
ラガス）

アスパラガスの作付面積を拡大するとともにアーチ
パイプ等の導入により、収量性と品質の向上を図る
ことで、鮭川村、戸沢村のアスパラガス総販売額の
10％以上の増加を図る。

総販売額１
０％以上の

増加
【64.2%の増

加】

1,133 1,218 0.9305.01ha
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
21,915

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ
1,000

21,823,714
円

5.95
19,826千

円

もがみ中央農協出
荷分の販売額実績
により検証確認す
る。

75.6%

作付面積は順調に拡大し
ている。アスパラガスは
作付け後、収量が安定す
るまで３年ほど必要であ
ることから、今後の生産
量や販売額の増加を期待
する。また、生産量が増
加するよう肥培管理の徹
底等を農協を通して営農
指導の強化について指導
していく。収量の増加と
価格の安定化が必要であ
る。

面積は現状値から増加
してきたものの、収量
は目標に到達していな
い。土壌分析により適
切な土づくりを行うこ
とで削減される不要な
資材コストや労力を、
面積拡大に割り振れる
ように指導していく。
また、適期防除や栽培
管理の徹底により単収
増を目指せるよう指導
していく。

真室川町
農業再生
協議会

4
真室川町

全域
さといも

・さといも毛羽切機を導入し、効率的な調整を行
い、安定した出荷を行う。
・ロータリーを導入し耕耘作業の省力化を図る。
・収穫機を導入し、さといもの堀上作業時の省力化
を図る。
・乗用管理機を導入し、さといも定植時の土寄せか
ら施肥作業を効率的に行い、省力化を図る。
・ブームスプレ―ヤを導入し、防除作業の省力化を
図る。
・運搬機を導入し、圃場内での運搬作業の省力化を
図り、効率的に調整･出荷する。
・管理機（マルチ形成機）を導入し、省力的にうね
形成及びマルチ作業を行い、生産性の向上をに取り
組む。
・ブロードキャスターを導入し肥料散布作業時間の
短縮及び省力化を図る。
・トラクターを導入し、土壌の耕起作業等の時間短
縮及び省力化を図る。
・つる切機を導入し、里芋の葉及び茎の刈取り細断
を行い、圃場に還元し土づくりを行うとともに、従
来の葉及び茎の廃棄場所までの運搬作業もなくなり
省力化を図ることができる。
・マニュアスプレッダを導入し、堆肥の効率的かつ
適期散布と省力化を図る。
・移植機を導入し、種芋の植付作業の省力化を実施
し、生産性向上を実現する。

販売額の
10％以上の
増加【26.7%
の増加】

422千円/10a

※平25-平27
9.8

さといも
108,168

さといも
382

535千円/10a R4評価234,000 328 282 299 0.94321.4
さといも
286,640

さといも
399.3

376千円
/10a

20.4
355千円
/10a

構成員の青色申告
書、営農計画書等
により販売額の増
加を検証する。

-59.3%

　新型コロナウイルス感
染症の影響で需要が減っ
たため、販売額の増加が
計画よりも少なかった。
また、連作障害の発生に
より品質が低下したほ場
があり、他品目とのブ
ロックローテーションや
地力増進作物の作付けを
実施したことにより、面
積も目標に届かなかっ
た。
　連作障害の回避及び品
質向上を図るため、ブ
ロックローテーションや
地力増進作物の作付けを
継続するほか、プラウ耕
による土壌改良を図り、
目標達成に努めていく。

連作障害の影響による収
量の大幅減少、そして新
型コロナウィルス感染症
による芋煮会やイベント
事の縮小・中止に伴う需
要の大幅減少で、実績が
目標を下回っている。
県としては、取組主体が
行うブロックローテー
ション等の実施による連
作障害対策等を支援して
いく。具体的には、連作
障害対策と面積拡大を両
立できるように、土壌診
断により土壌の状態を把
握し、その結果から連作
障害対策に最適で経費を
極小化できる肥料等を使
用した土づくりを提案
し、浮いた経費や作業労
力を面積拡大に向けられ
るようにする。また、町
と連携して生産者間の意
見交換会を開催すること
で長期的に産地振興を進
めていくなど、団地化支
援チームとしても継続し
て指導していく。

舟形町農
業再生協

議会
12

舟形町
全域

にんにく

①経営規模の拡大に伴い機械を導入するとともに、
栽培技術の向上に努め、農業所得の増大を目指す。
②定植機、収穫機、調製機の導入により作業を効率
的に行い、栽培面積の拡大と省力化を図る。
③収穫機の導入により、適期収穫をすることで品質
の向上を目指す。
④農地中間管理事業を活用して経営面積を拡大す
る。また、農地を集約し作業効率向上を図る。

販売額の
10％以上の

増加
【174.8％の

増加】

127千円/10a 0.51
298千円
/10a

構成員全員のにん
にく販売額の合計
値を栽培面積合計
で除した10ａあた
りの金額について
H30年度と令和3年
度を比較し、10％
以上増加している
か確認する。

77.0%

0.8743.5 28.5 900
1,103千円

/10a
3.50

所得税青色申告決
算書、営農計画
書、作業日誌等に
より販売額の増加
を検証する。

352.7%

生産資材導入による圃場
造成、作業機械の導入に
よる効率化、省力化に
よって生産量の目標を大
きく上回ることができ
た。異常気象の影響が少
なく、単価も安定してい
ることから、農業所得の
向上にもつながってきて
いる。
今後も各作業の適期実施
及び生産技術の向上に取
り組み、更なる産地拡大
につなげてほしい。

本事業を活用しての圃
場造成、機械導入によ
る効率化が功を奏し、
目標面積を達成しただ
けでなく、生産量の目
標も大きく超えること
ができている。今後も
適切な栽培管理によ
り、産地拡大・収量向
上に努めてほしい。

R4評価4,337 923 817 981 0.8331.02 4,284 833
357千円
/10a

1.12

作業を機械化したことで
作業が省力化でき、面積
を拡大できている。ま
た、先進地視察などの研
修を積極的に行ったこと
で、生産量及び販売額が
順調に伸び、価格補正前
は目標達成水準にある。
今後は、販売額の向上を
目指すとともに、早期に
目標を達成できるよう指
導していく。

10a当たりの販売額のみ
ならず、作付面積、販
売量、単収も目標を超
えている状況である
が、価格補正を行っ
たっことにより、未達
成となっている。今後
は、町と協力して販売
額の向上を目指すとと
もに、早期の目標達成
を目指して指導してい
く。

舟形町
全域

アスパラ
ガス

販売額の
10％以上の

増加
（11.9%の増

加)
【14.2%の増

加】

642千円/10a 1.78 10.8 1,060 R4評価34 1,134 1,182 1,352
舟形町農
業再生協

議会
7

アスパラガス産地の形成の推進
① 作付面積拡大と栽培技術の向上により、農業所得
の増大を目指す。
② 堆肥散布機の導入により堆肥散布作業を効率的に
行い、栽培規模の拡大と省力化を図る。
③ 長期栽培に耐えうる支柱と灌水設備の導入によ
り、高収量を上げるために欠かせない土壌水分量を
確保し、安定した収量を確保する。
追加④ 新規組合員の加入により、アスパラガスの圃
場をさらに整備し作付面積の拡大を図る。

733千円/10a

川西町農
業再生協

議会



H
30

ha kg
円
/
㎏

R3 ha kg
円
/
㎏

R
3

ha kg
円
/k
g

400千円/10
ａ

5.11 8,732 2,341
454千円/10

ａ
5 白鷹町

地域特産
物（ホッ
プ）

自走マニアスプレッダの導入、堆肥散布による安定
した収量確保、キリン（株）との契約栽培、堆肥散
布作業の効率化・省力化、高品質安定生産に向けた
栽培管理の徹底

販売額の
10％以上の

増加
（13.5％増

加）

R4評価

実需者との
契約栽培を
行ってお

り、予め価
格を固定し
ているた

め、価格補
正は行わな

い。

9,021 2,4794.77 8,732 2,479
535千円/10

ａ
4.08

ホップ生産実績書
の写しで確認す

る。
250.0%

ホップの生産高には気象
要因（特に降水量）が大
きな影響を与えており、
灌水が十分に実施できな
い圃場は、気象変動の影
響を受けやすい状況にあ
る。
　マニアスプレッダ導入
による土づくりが進んで
おり、また、実需者との
契約栽培や、安定した高
品質生産に向けた栽培管
理に取り組むことによ
り、実績は現状を上回っ
ている。
　令和2年度に構成員1名
の離脱があり、それに伴
う面積の減少、及びその
他1名の構成員が圃場整備
を行ったことによる面積
の減少があったものの、
販売目標の数値を大幅に
達成することができてい
る。今後も事業で導入し
たマニアスプレッダの活
用等により、引き続き販
売額向上を目指すよう指
導していく。

　令和2年度に構成
員1名の離脱があ
り、面積についても
減少し目標の作付面
積とはなっていない
ものの、マニアスプ
レッダ導入の効果に
加え、実需者との固
定価格での契約栽培
や徹底した栽培管理
により、目標を大幅
に達成する結果と
なっている。今後も
こうした管理を維持
していくよう指導し
た。

白鷹町農
業再生協

議会



（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

H
30

ha kg kg R3 ha kg kg R3 ha kg kg
舟形町農
業再生協
議会

令和３年度は予定通り契約
が成立して、目標を達成し
た。

R4評価5,067 270011
長沢1
長沢2
長沢3

そば

①経営規模の拡大に伴い高性能農業機械を導入する
とともに、作業方法等を見直すことで作業効率を高
め、生産量を増加させる。
②調製作業に必要な機械を導入し、出荷物の品質を
高め、販売額の増加を目指す。
③生産量の増加に伴い、販売価格の安定している契
約栽培の取組みを拡大し、収益を確保する。
④農地中間管理事業を活用して経営面積を拡大す
る。また、農地を集約し作業効率向上を図る。

そば契約栽培の契
約書及び領収書等
により契約栽培量
を把握し、全生産
量で除して得た契
約栽培率につい

て、R元年度とR3年
度を比較し、目標
を達成しているか

検証する。

106.4%

栽培面積と生産量を順調に
増加させるとともに、契約
栽培の契約を締結したこと
で、目標を達成することが
できている。今後も生産量
の増加を図りながら、産地
の拡大に努めて頂きたい。

契約栽培の
割合の10％
以上の増加
かつ50％以

上
【50.1％増

加】

1,697 851
契約栽培の

割合
53.3％

8.7
契約栽培の

割合
0%

7.7 1,037 0
契約栽培の

割合
50.1%

8.5

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考

現状 目標 実績

年
度

面積 年
度

面積 総生産量又は 契約取引量

総出荷量 総出荷量 総出荷量

総生産量又は 契約取引量 年
度

面積 総生産量又は 契約取引量
地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）



（４）需要減が見込まれる品目・品種から需要が見込まれる品目・品種への転換率100％

単
位

単
位

単
位

ha ha ha

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考

現状 目標 実績

年
度

面積 年
度

面積 年
度

面積
事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

成果目標

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

該当なし



（５）農産物輸出の取組（直近年の輸出実績がある場合の輸出向け出荷量又は出荷額の10％以上の増加、新規の取組の場合又は直近年の輸出実績がない場合の総出荷額に占める輸出向け出荷額の割合５％以上又は輸出向け年間出荷量10トン以上）

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

H
30

ha t t R3 ha t t R3 ha t t R4評価
131.0
(3.788

)
803 15

輸出向けの
年間出荷量

46.8ｔ

128.3
46

(7.59
71)

812.04 46.8 出荷伝票で確認 312.0%

コロナ禍の中、適切な対
応を図り順調に輸出向出
荷量を拡大することがで
きた。全構成員が個々の
目標を大幅に達成し、産
地全体としても、当初の
目標を達成することがで
きた。
今後も作業の効率化や生
産コストの削減などの経
営努力を行い、所得額向
上や販路拡大に向けて、
取り組んでいくことが期
待できる。

順調に輸出数量が増加し
て、目標を達成した。

総出荷額

輸出向けの
年間出荷量

15ｔ

長井市農
業再生協

議会
2

九野本・
時庭・歌
丸地区

水稲

①「東邦物産㈱」と連
携し、播種前契約等を
締結し輸出用米の安定
的な生産に取り組む。
②外国産米との価格差
を縮減するため、リー
ス方式で高性能機械を
導入し、作業効率の向
上を図って単位面積当
たり労働時間を削減す
る。
③肥料、農薬等の物財
費を削減して生産コス
トを削減する。

輸出向けの年
間出荷量10ｔ

以上
【15t】

輸出向けの
年間出荷量

0t

101.8
（0）

623 0

備考
現状 目標 実績

年
度

面積 輸出向出荷量

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価年
度

面積総出荷量又は 輸出向出荷量 年
度

総出荷量又は 輸出向出荷量

総出荷額

成果目標

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

又は出荷額 総出荷額 又は出荷額

面積 総出荷量又は

又は出荷額



（６）労働生産性の10％以上の向上

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

H
30

ha kg

円
／
60
kg

h R3 ha kg

円
／
60
kg

h R3 ha kg

円
/6
0k
g

h
円
/k
g

円
/k
g

H3
0

ha kg
千
円

ｈ R3 ha kg
千
円

ｈ
R
3

ha kg
千
円

h
円
/k
g

円
/k
g

（注１）「整理番号」欄には、地域協議会等ごとの産地パワーアップ計画の整理番号を記載すること。

（注２）果樹の改植を行う場合は、「作物名」欄に対象品目、品種を記載すること（都道府県事業実施方針に定める対象品目、品種に限る）。

（注３）（２）及び（６）の「地域(県又は国を含む)の価格（販売単価）」欄については、事後評価時に使用するものとし、地方卸売市場取引価格などを基に事業実施前年度と、目標年度の価格（販売単価）を記載すること。　なお、分みつ糖の計画の場合は、販売価格に国内産糖交付金を加えること。

（注４）（２）及び（６）の「補正係数」欄については、事後評価時に使用し、「地域（県又は国を含む）の事業実施前年度の価格（販売単価）÷地域（県又は国を含む）の目標年度の価格（販売単価）」により算出した値を記載し、「価格補正後の実績」欄には、「実績欄の価格（販売単価）×補正係数×実績欄の数量」又は

　　　　「実績欄の価格（販売単価）×補正係数×実績欄の数量－生産コスト」で算出した額をもって現状及び目標と対比可能な数値を記載すること。また、「達成率」欄については、「価格補正後の実績」欄に記載の数値をもって算出すること。なお、「補正係数」は小数点以下４桁目を四捨五入し、小数点以下３桁とすること。

　　　　ただし、予め価格を固定した契約取引など、市場の需給といった外的要因等による価格変動が生じないときは、価格補正は行わないものとする。

（注５）（５）の「成果目標」欄については、実施要領第４の５の（１）の⑤に基づき設定した成果目標の内容を記載すること。

（注６）「都道府県の評価」欄については、実績時及び事後評価時に使用するものとし、①産地の現状、課題・問題点、②本事業の取組や産地独自の取組による効果や成果目標の達成状況、③実績等が現状を上回る又は下回る場合の具体的な要因、④達成状況が低調な場合における具体的な指導内容等を記載すること。

（注７）取組のない場合であっても、（１）～（６）は削除しないこと。

（注８）中山間地域所得向上支援事業と連携する産地パワーアップ計画である場合、特別枠（スマート農業推進枠）を利用する当該計画の場合は、備考欄にその旨を記載すること。

（注10）スマート農業推進枠を利用する計画の場合は、備考欄にその旨を記載すること。また、スマート農業推進枠を活用して技術を円滑に導入・定着させるための取組を農業機械等の導入に併せて実施する場合は「スマート農業推進枠」に取組内容を記入すること。

（注11）畑輪作確立枠を利用する計画の場合は、別添（畑輪作確立枠計画書（実施状況報告書兼評価報告書））を添付するすること。

（注12）総合所見欄は、評価報告の際に各取組ごとの都道府県の評価を記載すること。

スマート農業推進枠

年
度 導入・定着の取

組の実施内容

都道府県
平均達成

率
75.1% 総合

所見

対象地区２２件のうち未達成は７件で、野菜、水稲及びそばを対象とし、販売額増加またはコストの削減を目標とする計画において未達成がみられた。
水稲においては、新型コロナ感染拡大による業務需要の減少から米価が下落する中で、農薬等の資材価格の上昇や面積拡大が計画を下回る等の要因により、目標とするコスト低減を達成できない
計画があった。効果的な防除や圃場集積によるコスト低減の取り組みを徹底するよう指導していく。
野菜においては、霜害等による生産量の減少や新型コロナ感染拡大による需要減等の影響により販売額が伸びない計画があった。気象災害対策や販売の多様化など、生産・販売の安定化を指導し
ていく。
その他の品目では、果樹においては4月の降霜被害によりほとんどの樹種において生産量が大幅に減少したほか、花きでは、とくに新型コロナ感染拡大による需要減等の影響が大きかった。降霜
を中心とする気象変動への対策や販路拡大の指導を進めていく。

275,000 41,792

178,187 12,941 6,188 5,540円/h 34.56,211円/h 37.1

南陽市
農業振
興協議

会

4
宮崎地

区
水稲

高性能農業機械
（乗用型田植機）
の導入、受益面積
の拡大

6,176

農事組合法人の
水稲の販売金額
を10a当たりの
労働時間で除し
た労働生産性を
算出。
実施年から目標
年までの期間に
おいて、農事組
合法人の決算書
及び営農計画
書、作業日誌に
より労働生産性
向上を検証す
る。

R4評価1.220
6,139円

/h

構成員個々の税
務申告における
収支計算書及び
作業日誌等の関
係資料による。

287.8%

米価下落により総販
売額が減少したが、
密苗仕様乗用型田植
機の導入により労働
時間を削減すること
ができた。今後も関
係機関と連携しなが
らさらなる成果向上
に向けて支援してい
く。

リース導入した高性
能な密苗仕様乗用型
田植機の効果によ
り、労働時間の削減
が図られ、目標を達
成した。

50.9 271,590 39,560 7,862 261.5 214.3

196.6%

継続的に米の効率的
な刈取作業と労働時
間の削減が図られて
いる。令和３年産米
の米価が大幅に下落
した影響を受けて販
売額が昨年より下
がったものの、目標
を達成することがで
きた。
今後も生産管理を徹
底しながら、耕起整
地および刈取作業の
効率的な実施による
労働生産性の向上に
努めていただきた
い。

高性能機械のリース
導入により労働生産
性が向上して目標を
達成した。

R4評価1.22
6,759円

/h
197,010 261.5 214.39,51112,962

7,971 5,032円/h

労働生産性
の10%以上
の向上
【10.0％向
上】

4,766円/ｈ 50.0 250,000 41,285 8,662 5,243円/h 51.0

労働時間

5,637

事業実施
前年度

目標年度

36.1 161,340

出荷量

大蔵村
農業再
生協議

会

5 大蔵村 水稲

①高性能トラク
ター及びコンバイ
ンの導入による生
産規模の拡大
②高性能トラク
ターの導入による
耕起整地作業の効
率化
③高性能コンバイ
ンの導入による刈
取脱穀作業の効率
化
④農地中間管理事
業を活用した農地
集積による作業の
効率化

労働生産性
の10％以上
向上
（10.0％向
上）

5,644円/h

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

生産量又は  価格(販売単価) 労働時間 年
度

年
度

面積

出荷量 出荷量

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 労働時間

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価
面積 生産量又は  価格(販売単価)


